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目的　高齢者のQOLを規定する要因の一つとして，転倒や転倒不安感が重要視されている。転倒
不安感は転倒経験の有無とは関係なく起こりうるとされており，転倒不安感そのものが体力低
下の危険因子となりうることから，転倒経験および転倒不安感は，各々独立して体力に影響を
与えるということが考えられる。よって，本研究は，高齢女性において，転倒経験と転倒不安
感の両方を合わせ持つ者は低体力であり，さらに，転倒経験のみを有する者と転倒不安感のみ
を有する者には，何らかの体力的な違いが存在するという仮説を立て，この仮説を検証するこ
とを目的とした。

方法　地域在住の高齢女性131名（73.7±5.4歳）を対象とし，転倒経験および転倒不安感に関する
質問紙調査，形態測定，バランス能力・下肢筋力・歩行能力に関する体力測定 8項目を実施し
た。対象者を転倒経験および転倒不安感の有無により 4群に分け比較した。

結果　体力測定値を比較したところ，転倒経験はあるが転倒不安感を持たない群が一番低体力であ
る傾向にあった。また，機能的移動能力（functional mobility）を測定する項目であるTimed 
up and goに関しては，転倒経験はあるが転倒不安感を持たない群が，転倒経験も転倒不安感
もない群と比較して有意に低値であった。

結論　質問紙調査，形態測定，バランス能力・下肢筋力・歩行能力に関する体力測定 8項目を調査
した結果，転倒経験はあるが転倒不安感を持たない者の体力が一番低い可能性が示唆された。
特に，機能的移動能力において有意に劣る結果であった。その原因として，自己の体力に対す
る危機意識の違いや，転倒不安感の捉え方に違いがある可能性が示唆された。

キーワード　高齢女性，転倒経験，転倒不安感，体力，機能的移動能力

Ⅰ　緒　　　言

　高齢者のQOLを規定する要因の一つとして，
転倒が重要視されている。日本では，年間約15
～20％の高齢者が転倒を経験しており1），高齢
者の転倒は，骨折を引き起こす確率が高く，骨
折後の不活動による廃用性症候群から，寝たき
りを招く可能性も大きい。そのため，転倒に対
する不安感を抱く高齢者も多い。

　高齢者の転倒不安感については，Tinettiら2）

によって，「身体の遂行能力が残されているに
もかかわらず，移動や位置の変化を求められて
いる活動に対して持つ永続的な恐れ」として定
義されている。先行研究によると，特に高齢女
性において転倒不安感を抱きやすいことが報告
されている3）。また，転倒により骨折等の外傷
を被らなくとも，転倒への不安感から不活動に
なる場合があり，転倒不安感そのものが体力低
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下の危険因子となりうるという報告が多数を占
めている4）5）。さらに，転倒未経験者であっても，
周囲から得られるさまざまな情報から転倒不安
感を抱く可能性も指摘されている6）。加えて，
転倒不安感は，うつや主観的健康評価といった
心理的要因よりも，体力との関連が深いという
指摘もある7）。
　転倒経験および転倒不安感と体力との関連性
に関しては，転倒経験と体力，または転倒不安
感と体力との関連性を各々に調査した研究は多
数見受けられる8）9）。しかし，転倒不安感は転
倒経験の有無とは関係なく起こりうることであ
り，転倒不安感そのものが体力低下の危険因子
となりうることから，転倒経験および転倒不安
感は，それぞれ独立して体力に影響を与えると
いうことが考えられる。よって，「転倒経験に
影響を及ぼす体力要素」および「転倒不安感に
影響を及ぼす体力要素」を同時に検討する必要
があると考える。
　本研究では，転倒経験と転倒不安感の両方を
合わせ持つ者は低体力であるという仮説を立て，
この仮説を検証することを研究の目的とした。
　転倒経験と転倒不安感に関連する体力を明ら
かにすることは，高齢者の転倒予防のための運
動指導の際に，より対象者の実態に即した指導
を行うために重要な知見となりうる。

Ⅱ　方　　　法

　対象者は，運動器の機能向上事業により選定
され，2006年から2007年にかけて茨城県および
福島県で開催された体力測定に参加した，旧特
定高齢者（現在の二次予防対象者）であった高
齢女性131名（65～88歳，73.7±5.4歳）とした。

（ 1）　対象者の形態測定と質問紙調査
1)　形態測定

　形態指標には身長（YG-200，ヤガミ社製，
0.1㎝），体重（DF-800，Yamato社製，0.1㎏）
を測定し，BMI（Body Mass Index，体重㎏÷
身長㎡）を算出した。また，身長測定時および
主治医の意見書より脊柱湾曲の有無を確認し，

「あり，なし」の 2件法で記した。脊柱湾曲の
有無に関しては，身長計測の際，脊柱後湾など
明らかな脊柱の湾曲が確認された場合および医
師の診断により脊柱湾曲ありと認められた場合
に，「あり」と判断した。
2)　質問紙調査
　対象者の健康状態や日常生活の状況を把握し，
また転倒経験や転倒不安感の有無を確認するた
め，以下の質問紙調査を行った。調査は対象者
の状況により，熟練したスタッフによる面接ま
たは自己記入により回答を得た。

①　転倒不安感の有無
　「身体の遂行能力が残されているにもかかわ
らず，移動や位置の変化を求められている活動
に対して持つ永続的な恐れ」2）を転倒不安感と
定義した。転倒不安感の有無について，「転倒
に対する不安はありますか？」という問いに対
する「はい，いいえ」の 2件法にて回答を得た。

②　転倒経験
　「外傷の有無にかかわらず，自分の意思から
ではなく，地面や床または他の低い場所に足底
以外の身体の一部が接触する動作」10）を転倒と
定義した。ただし，自転車等の乗り物からの転
倒や，激しい運動中の転倒は除いた。
　過去 1年間の転倒経験について，「あり，な
し」の 2件法にて回答を得た。なお，わが国の
地域高齢者における過去 1年間の思い出し法に
よる転倒発生調査の信頼性は，先行研究11）に
よって確認されている。

（ 2）　体力測定
　先行研究12）-14）により，高齢者の転倒および転
倒不安感に影響を与える体力的問題の原因とな
る身体能力を，バランス能力・下肢筋力・歩行
能力の 3つに大別し，これらに関連する体力を
評価した。バランス能力に関しては開眼片足立
ち，タンデムバランス，ファンクショナルリー
チ，タンデムウォーキングの 4項目を，下肢筋
力に関しては， 5回椅子立ち上がり，ステップ
テストの 2項目を，歩行能力に関しては，
Timed up and go， 5 ｍ通常歩行の 2項目を測
定した。各測定項目の詳細については，先行研
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究15）を参照されたい。体力測定の際には，問診
によって当日の体調を確認するとともに，体力
測定方法に精通したスタッフが安全性に十分留
意した。

（ 3）　分析方法
1)　対象者の群分け

　全対象者（131名）を，転倒経験の有無およ
び転倒不安感の有無により，過去 1年間に転倒
経験がなく転倒不安感もない者42名（73.2±
5.6歳）を，NF×NA群（No Fall：転倒経験な
し×No Anxiety：転倒不安感なし），過去 1年
間に転倒経験があるが転倒不安感はない者10名
（73.1±5.3歳）をＦ×NA群（Fall：転倒経験
あり×No Anxiety：転倒不安感なし），過去 1
年間に転倒経験はないが転倒不安感がある者58
名（74.3±5.4歳）をNF×Ａ群（No Fall：転
倒経験なし×Anxiety：転倒不安感あり），過
去 1年間に転倒経験があり転倒不安感もある者
21名（73.5±6.0歳）をＦ×Ａ群（Fall：転倒
経験あり×Anxiety：転倒不安感あり）の 4群
に分類した。
2)　統計解析

　各測定項目の結果を，名義変数および順序変
数の場合は各項目の割合（％）で，連続変数の
場合は平均値±標準偏差で示した。体力測定値
に関しては，測定項目ごとに対象者全体の平均
値と標準偏差より標準化した得点（Ｚスコア）
を算出した。さらに，開眼片足立ち，タンデム
バランス，ファンクショナルリーチ，タンデム
ウォーキングにおけるＺスコアの平均値をバラ
ンス能力スコア， 5回椅子立ち上がり，ステッ
プテストにおけるＺスコアの平均値を下肢筋力
スコア，Timed up and go， 5 ｍ通常歩行にお
けるＺスコアの平均値を歩行能力スコアとし，
全項目のＺスコアの平均値を総合体力スコアと

した。
　脊柱湾曲の有無の比較および転倒経験と転倒
不安感との関連性にはχ2検定を，その他の測
定項目の比較には一元配置分散分析および多重
比較検定（Tukey-Kramer法）を適用した。
　なお，すべての統計処理には統計解析ソフト
StatView-5.0を使用し，統計的有意水準は 5％
とした。
3)　倫理的配慮
　本研究は，筑波大学体育系に帰属する倫理委
員会の承認を受けた。すべての対象者に書面お
よび口頭にて，研究の目的および方法を説明し，
不利益を受けることなく随時測定を拒否できる
ことを確認した。研究での測定データの使用に
関する説明を個別に口頭にて行い，その上で，
書面にてデータ使用の同意を得た。

Ⅲ　結　　　果

　表 1に，本研究対象者の特徴を，表 2に，転
倒経験の有無および転倒不安感の有無により分
類した 4群（NF×NA群，Ｆ×NA群，NF×
Ａ群，Ｆ×Ａ群）の形態測定値，質問紙調査と
体力測定値を示した。対象者131名における各
1年間の転倒割合は23.7％であった。対象者
131名のうち16.0％（21名）は，転倒経験およ
び転倒不安感の両方を有していた（Ｆ×Ａ群）。
一方で，44.3％（58名）は転倒経験がないにも
関わらず転倒不安感を有しており（NF×Ａ群），
NF×Ａ群が一番多く全体の約 4割を占めた。
転倒経験があるにも関わらず転倒不安感がない
者は7.6％（10名）であった（Ｆ×NA群）。転
倒経験も転倒不安感もない者は32.1％（42名）
であった（NF×NA群）。転倒経験と転倒不安
の関連性に関してχ2検定を行った結果，χ2値
は0.938（ｐ＝0.333）であり，転倒経験の有無
と転倒不安感の有無は関連しなかった。 4群間
で暦年齢に有意差はなかった。
　体力測定項目では，Timed up and goにおい
て，Ｆ×NA群がNF×NA群に比べて有意に低
値を示した。（NF×NA群：6.5±2.0，Ｆ×NA
群：8.6±3.8，NF×Ａ群：7.4±2.0，Ｆ×Ａ

表 1　対象者の特徴（ｎ＝131）
平均値±標準偏差 最小値 最大値

暦年齢（歳） 73.7±5.4 65.0 88.0
身長（㎝） 145.5±5.3 132.5 160.2
体重（㎏） 51.2±7.9 35.1 86.5
BMI（㎏/㎡） 24.1±3.3 17.6 36.9
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群：8.6±2.4）。 3つの体力スコア（バランス
能力スコア，下肢筋力スコア，歩行能力スコ
ア）および総合体力スコアにおいて，一元配置
分散分析の結果， 4群間で有意差が認められた
ものの，多重比較では有意差は認められず，帰
無仮説は保留された。しかしながら，すべての
スコアにおいてNF×NA群で最も高値を示し，
Ｆ×NA群で最も低値であった。

Ⅳ　考　　　察

　先行研究により，転倒不安感は転倒経験の有
無とは関係なく起こりうる6）ことであり，転倒
不安感そのものもが体力低下の危険因子となり
うる4）5）ことから，転倒経験および転倒不安感は，
各々独立して体力に影響を与えるということが
考えられる。
　転倒経験の有無と転倒不安感の有無により，
4群に分類し，各項目に関して比較した結果，
転倒経験の有無と転倒不安感の有無に関する
χ2値に有意差はみられず，転倒不安感は必ず
しも転倒経験によってもたらされるわけではな
いということが明らかとなった。この結果は，

転倒不安感は転倒経験を伴わなくとも起こりう
るという竹中ら6）やKim5）の報告を支持するもの
であった。
　各群の体力測定結果を比較したところ，バラ
ンス能力スコア，下肢筋力スコア，歩行能力ス
コアおよび総合体力スコアに関して 4群間に有
意差がみられたものの，多重比較において有意
差はみられなかった。多重比較において帰無仮
説が保留された要因は，対象者数の少ない群が
あったことも考えられるため，今後はさらに対
象者数を増やした検討が望まれる。対象者数の
限界を考慮した上で，全体的にＦ×NA群が一
番低体力である傾向にあった。また，機能的移
動能力（functional mobility）を測定する項目
であるTimed up and goに関しては，Ｆ×NA
群がNF×NA群と比較して有意に低値であっ
た。
　転倒経験と転倒不安感の両者が各々独立して
体力の低下と関連性を持つと仮定すれば，転倒
経験と転倒不安感の両者を持ち合わせる者の体
力が一番低いという仮説が成り立つはずである。
しかし，本研究においては，転倒経験はあるが，
転倒不安感を持たない者の体力が一番低い傾向

表 2　　転倒経験および転倒不安感の有無により分類した 4群の比較（ｎ＝131）
NF×NA群（ｎ＝42）Ｆ×NA群（ｎ＝10）NF×Ａ群（ｎ＝58）F×A群（ｎ＝21） Ｐ値 多重比較検定

暦年齢（歳）3） 73.2±5.6 73.1±5.3 74.3±5.4 73.5±6.0 n.s. ‒
身長（㎝）3） 146.5±5.1 148.4±6.7 144.4±5.3 144.5±4.2 n.s. ‒
体重（㎏）3） 51.6±8.8 50.6±5.1 50.6±8.1 51.0±6.2 n.s. ‒
BMI（ ㎏/㎡）3） 24.0±3.7 23.0±1.6 24.2±3.3 24.4±2.8 n.s. ‒
脊柱湾曲, 無（%）/有（%）4） 40（95.2)/2（4.8) 10（100.0)/0（0.0) 52（89.7)/6（10.3) 19（90.5)/2（9.5) n.s. ‒
開眼片足立ち（秒）ｓ3） 29.4±22.2 17.6±21.4 24.2±20.5 26.7±22.1 n.s. ‒
タンデムバランス（秒）3） 27.5±5.2 21.6±13.2 26.3±7.1 23.2±9.1 n.s. ‒
ファンクショナル
リーチ（㎝）3） 28.8±6.8 27.5±5.2 25.5±6.1 26.7±4.5 n.s. ‒
タンデムウォーキング
（秒＋エラー回数）3） 11.4±4.8 17.4±9.9 13.0±5.5 14.1±6.6 n.s. ‒
5 回椅子立ち上がり（秒）3）  7.0±2.2  8.6±3.3  7.8±2.7  8.7±3.2 n.s. ‒
ステップテスト（秒）3）  4.9±1.4  5.6±1.6  5.4±1.6  5.3±1.2 n.s. ‒
Timed up & go（秒）3）5）  6.5±2.0  8.6±3.8  7.4±2.0  8.6±2.4 <0.05 Ｆ×Ａ群>NF×NA群
5 m通常歩行（秒）3）  4.2±2.5  5.2±2.3  4.4±1.2  4.6±1.3 n.s. ‒
バランス能力スコア（ｚ得点）3）5） 0.24±0.65 -0.30±0.97 -0.05±0.67 -0.19±0.75 <0.05 n.s.
下肢筋力スコア（ｚ得点）3）5） 0.31±0.75 -0.47±1.03 -0.09±0.94 -0.16±0.83 <0.05 n.s.
歩行能力スコア（ｚ得点）3）5） 0.26±0.97 -0.34±1.24 -0.02±0.74 -0.31±0.78 <0.05 n.s.
総合体力スコア（ｚ得点）3）5） 0.26±0.65 -0.35±0.93 -0.05±0.68 -0.21±0.64 <0.05 n.s.

注　1）　%または平均値±標準偏差
　　2）　BMI-body mass index
　　3）　一元配置分散分析
　　4）　χ2検定
　　5）　多重比較検定（Tukey-Kramer法）
　　6）　n.s.：not siginifi acnt
　　7）　NF×NA群（No Fall：転倒経験なし×No Anxiety：転倒不安感なし），Ｆ×NA群（Fall：転倒経験あり×No Anxiety：転倒不安感

なし），NF×Ａ群（No Fall：転倒経験なし×Anxiety：転倒不安感あり），Ｆ×Ａ群（Fall：転倒経験あり×Anxiety：転倒不安感あり）
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にあった。転倒不安感に関する多くの研究にお
いては，転倒不安感を有する者は，転倒への恐
怖心から種々の身体活動を避ける傾向にあり，
これらの活動制限は筋萎縮を生じさせ，結果的
に身体機能の低下を招くとされている。本研究
においても，有意とはいえないものの，NF×
NA群に比べ，NF×Ａ群やＦ×Ａ群の体力が低
い傾向にあることから，この理論は支持された
といえる。しかしながら本研究の結果のように，
転倒を経験した者のうち，転倒不安感を持たな
い者の体力がより劣る場合があることが明らか
となった。
　この原因として，Ｆ×NA群の中に，転倒を
引き起こすほど体力が低下しているにも関わら
ず，自己の体力に対する危機意識の低い者がい
る可能性が考えられる。このことについて荒井
ら16）は，一部の高齢者に，自己の身体能力を過
大に評価する者がいることを指摘している。ま
た，Ｆ×Ａ群の中に，転倒経験をきっかけに，
自らの体力向上に努めるようになった者がおり，
相対的にＦ×Ａ群の体力がＦ×NA群よりも高
くなった可能性も考えられる。このことは，本
研究における転倒経験者が経験した転倒が，い
ずれも骨折等に至らない軽微なものであり，転
倒そのものが直接的に身体機能の低下をもたら
すものではなかったことからも推察される。
　転倒不安感そのものが体力低下の危険因子と
なりうると考えられていることから，転倒不安
感を減少させる必要があることは周知の事実で
ある。一方で，本研究の結果から，転倒不安感
があると回答した者の中には，「移動や位置の
変化を求められている活動に対して持つ永続的
な恐れ」としてではなく，「転倒することに対
する自己認識」の現れを転倒不安感として捉え
ている可能性が推察される。しかしながら本研
究は，転倒不安感の調査に関して，転倒不安感
が「あり，なし」の 2件法でのみ調査している
ことから，いずれの原因も本研究の結果からは
断定することができない。転倒不安感に関する
調査および個人の転倒に対する心理特性を，よ
り詳細に捉えられる方法で調査することが，今
後の課題である。

Ⅴ　結　　　語

　本研究は，運動器の機能向上事業により選定
された旧特定高齢者（現在の二次予防対象者）
である地域在住の高齢女性131名を対象に，転
倒経験と転倒不安感の両方を合わせ持つ者は低
体力であるという仮説を立て，この仮説を検証
することを研究の目的とした。過去 1年間の転
倒経験および転倒不安感に関する質問紙調査，
形態測定，バランス能力・下肢筋力・歩行能力
に関する体力測定 8項目を調査した。その結果，
転倒経験はあるが転倒不安感を持たない者の体
力が一番低い可能性が示唆された。特に，機能
的移動能力において有意に劣る結果であった。
その原因は本研究の結果からは断定することが
できないが，自己の体力に対する危機意識の違
いや，転倒不安感の捉え方に違いがある可能性
が示唆された。今後は，より詳細な調査が必要
である。
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